
　　・安心して生活を送る中で自己肯定感、お互いを尊重する心を育む

　　・夢中になって遊ぶ経験から、気づきや学びとる力をつける

　　・家庭に合わせた子育て支援を行い、子どもを支える

　　・小学校や地域と連携をはかり、育ちを支える
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A
職員のチームワークがとれていて、あたたかい
雰囲気をいつも感じる。職員の仲の良さが子ど
もにとって何よりのお手本だと思う。
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・園の機能を発揮し地域に必要な子育て支援を実施する

・円滑な情報共有や連携をし、子どもを中心とした視点で話し合い各職員が役割を果た
す

・様々な連携を通してお互いが大切にしている目標や方法を理解する機会を持ち園児
の姿や育ちをつなげる

・近隣との交流を通し豊かな生活体験を得られるようにする

職員のチーム力の育成

キッズビューの配信やフォトニュースなどで、活
動や園内の様子がよくわかる。

子育ては大変で少子化傾向もある。保護者に
寄り添い、支援を続けることが必要と感じる。

小学校や地域との交流が出来るようになり、い
ろいろと体験することは育ちにつながる。

町には危険な場所もあるが、外出して安全教
育を意識していくのも良いと思う。

B

A

日々の地域とのあいさつ、つながり作り、散歩内
容などの充実 A

A
友だちと共にたっぷり体を動かし、しなやかな体
と体力を培う活動

B

子どもの興味・関心をつないで、カリキュラムづ
くりがなされている。

自然とふれあい、花・野菜・木などが生長する
ことも実感してほしいと思う。

異年齢交流では、あこがれの気持ちやいつくし
む気持ちが育ち、良い取り組みだと思った。

A

A

A

A・保護者自らが子育てを楽しいと思え向き合えるように、出来ることを一緒に見つける

接続期の教育・保育内容の検討など小学校と職
員間の意見交流 B

　園の重点項目

　子どもが愛されていると感じ、人とのかかわ
　りの中で主体的に遊び、あきらめないで取り
　組む力を育んでいく

　教育・保育理念
　
　 ・ 自分も友だちも大切にする心の育成
　  ・学びの芽の育成
　  ・自分の可能性や能力を十分に発揮できる力の育成

・友だちと目標を共有して関わり合い、協力してやり遂げ、満足感・達成感を味わうような
教育・保育を保障する

A

A

A

A

　　　　　　　　　　　　　　自己評価

・子どもが探求心などを発揮できるような環境（人的・物的）を提供する
よく見、よく聞き、しっかり考え、主体的に取り組
み、仲間と共感しあえる活動 A

評　価　項　目

課   題

自分の思いや困っていることを周りに伝えようとする

仲間と認め合い、みんなで様々な体験をする

具体的な取組方法

肯定的に思いを受け止め寄り添うことで気持ちの安定を図り、個々に合わせて思いを代弁したりこと
ばを補ったりしていくようにする。

関わりの中で互いの気持ちを出し合う機会をつくって相手の思いに気づけるようにし、友だちと楽しく
活動に取り組んで豊かな経験を積み重ね、みんなで支えあい共感しあえるようにする。

今後の取り組むべき課題
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・リズム遊びや様々な運動遊びを通して体幹を育てるしなやかな体づくりを行う

・子どもの気持ちに寄り添い思いを受け止め自尊感情を育てる

基本的生活習慣の自立と意欲的な生活に向け
た安定した生活の保障

・友だちと関わりながら子どもが主体的に生活することで生活習慣を身につける

・家庭と連携し基本的な生活習慣を身につける

・お互いの違いを認め大切にし共に育ち合うクラスづくりを行う

・自分の体を大切にできるよう教育・保育の中で安全教育を行う

・家庭環境やニーズを受け止め”共に子育てしていこう”というメッセージを届けながら信
頼関係を築いていく

保護者の子どもへの思いや考え方を尊重し、保
護者自身がどうしていくのか考え、決定していけ
るような保護者支援

様々な家庭状況や一人一人の保護者の思いに
寄り添い、親子が良い関係で向き合えるような
保護者支援

園の自然や地域の環境、菜園活動を活かし、好
奇心・探求心や豊かな情緒・表現力を培う活動

・自然とのふれあいや実体験を大切にした遊びや生活を保障する

・季節を感じ生活を豊かにする行事や成長を喜び合う行事に取り組む

・教育保育理念や目標、指導計画について職員同士が共通理解する

・職員間の交流や情報交換を円滑に行い学びと育ちをつなぐ

B

地域の親子が交流できる場や相談できる場の
提供
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一人の思いを大切にできる人権を大切にする取
り組み

・発達過程に応じ個人差に配慮しながら発達を保障する

・人との関わりを通してお互いを尊重し合えるよう人権を大切にする心を育てる

いろんな人との関わりの中で思いを出し合える
コミュニケーション力を培う活動

・集団生活の中でルールを守ったり自分の気持ちや感情をコントロールする力を身につ
ける

・いろいろな経験を通して協調性や思いやりの気持ちを育てる

重点内容に向けた具体策 こども園関係者評価

職員の方たちのあたたかい声かけが素敵だと
感じた。

子どもの少しずつの成長に向き合い、一人一
人を大切にしながら関わりを工夫しているのが
わかった。

他の年齢との関わりも数多く設定されていて、
友だちへの優しい気持ちが育っていると思っ
た。

A

園長より

今年度は異年齢交流や、小学校・地域との交流等たくさん取り組むことが出来ました。その中で子ども
たちは満足感・達成感を味わい、協調性や優しい気持ちが十分育ったと感じています。職員のあたた
かい声かけやチームワークの良さを評価していただけたので、次年度も安全・安心な環境の中、子ど
もたちが自分の思いを伝え、みんなで支えあい共感しあえるように丁寧に関わっていきます。

同じ生活リズムを繰り返すことで見通しをもって安心して生活す
ることが出来るようにしてきた。個々の姿に合わせて「なぜそう
しなければならないか」を伝えながら身の回りのことを自ら進ん
でできるよう具体的にやり方を知らせてきた。園児のことばに耳
を傾け、受け止めることや自分の気持ちや考えを話す機会を作
ることで、自分の思いを伝える力や相手の話を聞いて共感した
り自分なりに考えて行動したりする力がついてきている。友だち
とやりとりしながら遊ぶ中で思いがぶつかった時には、相手の
思いに気づいたりどうすればよかったのかを保育教諭と一緒に
考え、友だちの気持ちに寄り添うなど優しい気持ちが育ってきて
いる。

虹や雪を廊下から見たりカエルやアオムシの飼育、また、一年
中を通しての菜園活動を通して季節を感じ、そこでの発見を
ごっこ遊びなどで表現して楽しめた。みんなで気持ちを合わせ
ることも含めグループでの話し合いを重ねながら達成感や満足
感を味わい自信が持てるようになった。リズム遊びは定期的に
行い、自分の体をコントロール出来るようになってきた。友だち
同士で見せ合ったり異年齢でも取り組み、みんなに認め励まさ
れることで、難しい事もあきらめずにやってみようとする根気強
さも育ってきている。

送迎時や個人懇談で園児の様子を伝えあい、保護者の思いを
受け止め、具体例を話しながら共に子育てを考えるようにして
きた。フォトニュースやおたより、配信の写真で活動を見てもら
う事で、園での様子を知らせ親子の会話の話題を提供できた。

小学校に保育教諭が訪問し、小学校の現状を見たり聞いたり
する機会を持つことができた。小学校教諭にも園での取り組み
を見てもらえた。また、おはなし会、図書館、消防、警察の方々
から話を聞き様々な体験をすることもできた。お楽しみ会や育
児講座では地域の子育て親子にも集ってもらえ、保護者同士ま
た園児との交流を図ることができた。

安心して生活や遊びを楽しめるよう、教育・保育の内容や援助
など担任間で細かく話し合って進めてきた。朝夕職員・看護師・
栄養士など職種の職員とも連携し、園児や保護者の様子を共
有し、きめこまやかな対応を行ってきた。
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